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2011年 9月 2日受付，2012年 1月 25日受理

　マツカワ Verasper moseriは，全長 80cmに成長する冷
水性のカレイ類で，茨城県以北の太平洋，若狭湾以北の
日本海，北海道周辺，千島列島近海，オホーツク海南部
から沿海地方にかけて分布する 1）。天然魚の資源量は極
めて低い水準にある 2）ため，天然における再生産のか
さ上げを図って種の保全に寄与することを目的に，（社）
日本栽培漁業協会厚岸事業場（現（独）水産総合研究セ
ンター北海道区水産研究所）で生産された人工種苗が，
1987年に初めて北海道東部の厚岸湾から放流されて以
来 3），北海道では太平洋側を中心に放流されている。ま
た，本州では岩手県で 1991年に人工種苗の放流が開始
されている 4）。北海道の太平洋およびオホーツク海沿岸
から放流された種苗は，北海道沖のみならず青森県から
茨城県にかけての本州沖で再捕され 3,5-10），本州沖への移

北海道の噴火湾および日高海域に放流した
マツカワ人工種苗の再捕水深

吉田秀嗣 *1・高谷義幸 *2・松田泰平 *3

Recapture Depth of Artifi cially Reared Barfi n Flounder Verasper moseri 
Released into Funka Bay and off the Coast of the Hidaka Area, Hokkaido

Hidetsugu YOSHIDA, Yoshiyuki TAKAYA and Taihei MATSUDA

　To determine the bathymetric distribution of artificially reared barfin flounder Verasper moseri, we 
analyzed data on the recapture of 0- and 1-year-old barfi n fl ounder released with external identifi cation tags 
into Funka Bay and off the coast of the Hidaka area of south-western Hokkaido from 1991 to 2000. The 
majority were recaptured throughout the year in waters shallower than 100 m and extending from the Japan 
Sea off southern Hokkaido to the Nemuro area. From October to May, however, some were recaptured at 
depths of more than 100 m in waters off the Hidaka area and in the Pacifi c Ocean off the Iburi area. The 
recapture depths of barfi n fl ounder off the coast of eastern Honshu, from Aomori to Ibaraki prefectures, were 
100 to 525 m from December to February, 15 to 200 m in April, and 10 to 50 m in May and June. These 
fi ndings suggested that barfi n fl ounder gradually migrated to shallower waters between December and June.

動は産卵回遊の可能性が示唆されている 11,12）。また，岩
手県沿岸から放流された種苗は，岩手県沖での再捕が多
いものの 13），北海道沖でも再捕されている 14）。
　このように，マツカワの移動に伴う水平分布に関する
知見は集積されつつあるが，分布水深に関しては，漁業
と遊漁を通じて得られる断片的な漁獲の情報に留まって
いた。例えば，浅所では刺網により水深 10mで 15），ま
た深所では底曳網により水深 630m16）でマツカワが漁獲
されたという報告等はある。しかし，漁獲の情報からだ
けで本種の分布水深の全容を把握することは難しい。マ
ツカワの分布水深は，本種の移動・回遊経路や産卵場所
など生態や，北海道から茨城県沖まで広域に移動する
5-8,10-14）本種の産卵親魚の保護など資源管理方策を検討す
るために重要である。そこで，本種の分布水深の一端を
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明らかにすることを目的に，著者らが調査海域としてい
る北海道南西部の噴火湾と日高海域（図 1）から標識放
流したマツカワの再捕水深について整理した。

材料と方法

　解析には，前報 12）と同じマツカワ放流群（表 1），す
なわち「噴火湾 0歳放流群」，「噴火湾 1歳放流群」，「日
高 0歳放流群」および「日高 1歳放流群」の再捕データ
を用いた（表 2）。これら放流群は，1991年から 2000年
にかけて噴火湾または日高海域に放流されたもので，外
部標識を装着した 0歳または 1歳の人工種苗で構成され

ている。各群の再捕年齢や全長など詳細は，前報 12）に
記載したとおりである。
　ここで用いた再捕データは，1991年 10月～ 2005年 6
月に漁業者と遊漁者から報告された再捕年月日，場所，
全長，漁業種類，水深および外部標識の種類・色等で
あった。再捕年齢は，外部標識から生産年を特定し，人
工種苗のふ化時期が 3～ 4月であるため年齢起算日を 4
月 1日として求めた。再捕場所は，便宜的に北海道で
は道北日本海，道南日本海，津軽海峡（最深部は水深
450m17）），渡島太平洋，噴火湾（最深部は水深 107m18）），
胆振太平洋，日高海域，十勝海域，釧路海域および根室
海域の 10海域に分類し，本州では県ごとに青森県，岩
手県，宮城県，福島県および茨城県の 5海域に分類した
（図 1）。再捕水深は，範囲で示されていた場合には最深
値を再捕水深とし，海域ごとに再捕された年齢，月，全
長を水深との関係において検討した。漁業種類は刺網，
定置網，桁網，底曳網，遊漁，その他（延縄，釣り等）
および不明の 7つに分類し，水深 100mごとに再捕尾数
を集計した。

結　　果

再捕尾数および再捕水深が記録されていた尾数　放流種
苗は合計 3,329尾が再捕され，再捕率は 1.9％であった。
また，再捕尾数の 60.6％にあたる 2,018尾に再捕水深が
記録されていた（表 2）。海域別にみると，再捕水深が
記録されていた尾数は，放流した噴火湾および日高海域
ではそれぞれ 1,124尾，574尾と多く，次いで，放流し
た両海域の間に位置する胆振太平洋で 216尾と多かっ
た。また，本州の青森県から茨城県沖では各県 1～ 15
尾であり，青森県では陸奥湾の外ヶ浜町沖で再捕された
1尾を除き，残りの 6尾は太平洋側での再捕であった。
なお，道北日本海および釧路海域では標識魚は再捕され
たが，再捕水深は記録されていなかった。放流群別にみ
ると，再捕水深が記録されていた尾数は，噴火湾 0歳お
よび 1歳放流群と日高 0歳放流群では 589～ 690尾とほ
ぼ同じであったのに対して，放流尾数および再捕尾数が
少なかった日高 1歳放流群では 98尾と少なかった。

図 1．放流位置と便宜的に分けた再捕海域の名称
　　　●：放流位置を示す

表 1．噴火湾および日高海域におけるマツカワ人工種苗の標識放流実績
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北海道沖における再捕水深
 1. 噴火湾 0歳放流群および噴火湾 1歳放流群　両群が
放流された噴火湾内における再捕水深は，0歳時に 1～
15mであったものが，1～ 4歳では 1～ 96mに拡大し
た（図2 a,d）。噴火湾の最深部は水深 107m18）であるこ
とから，1歳以上では噴火湾の浅所から最深部近くまで
再捕があった。両群とも全長 300mmまでは，再捕水深
が 100m以浅の範囲で拡がった（図2 b,e）。ただし，両
群とも 8月が水深 2～ 30mと年間を通して最も浅くなっ
ており，再捕水深の幅は 4～ 8月にかけて縮小し，9月

以降拡大した（図2 c,f）。
　両群が放流された噴火湾より東側では，胆振太平洋お
よび日高海域で再捕があった。再捕水深は，1歳と 2歳
では 3～ 300m，3歳では 4～ 170m，4歳（1尾）と 6歳（1尾）
ではそれぞれ 4mと 5mであり，1～ 6歳の 95％の個体
は 100m以浅で再捕があった（図3 a,d）。全長 300mmを
超えると，再捕水深が 100m以深まで拡がった（図3 b,e）。
11月には水深 3～ 170m，12月には水深 7～ 300mで再
捕されるなど，11～ 12月には再捕水深が拡大した（図
3 c,f）。

表 2．噴火湾および日高海域から放流されたマツカワ人工種苗の再捕尾数と再捕水深が記録されていた尾数

図 2．噴火湾 0歳および 1歳放流群の噴火湾における再捕水深
　　   左列（a, b, c）：噴火湾 0歳放流群，右列（d, e, f）：噴火湾 1歳放流群
　　   上段（a, d）：年齢別の再捕水深，中段（b, e）：全長別の再捕水深，下段（c, f）：月別の再捕水深
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　両群が放流された噴火湾より西側の渡島太平洋から道
南日本海における再捕水深は，3～111mであった。上述
した噴火湾内やその東側とは対照的に，再捕水深には，
年齢（1～ 3歳：図4 a,d），全長（192～ 442mm：図4 b,e）
および月（図 4c,f）による大きな違いはなかった。100m
以深では渡島太平洋で 1尾再捕があった。

2. 日高 0 歳放流群および日高 1歳放流群　両群が放流
された日高海域における再捕水深は，0歳時に 7～ 10m
であったものが，1歳では 1～ 630m，2歳と 3歳では 2～
300mに拡大し，4歳では 8～ 30mであった（図5 a,d）。
全長 300mm弱から再捕水深が 100m以深まで拡がった
（図5 b,e）。8月が水深 3～ 15mと年間を通して最も浅

図 3．噴火湾 0歳および 1歳放流群の胆振太平洋および日高海域における再捕水深
　　   左列（a, b, c）：噴火湾 0歳放流群，右列（d, e, f）：噴火湾 1歳放流群
　　   上段（a, d）：年齢別の再捕水深，中段（b, e）：全長別の再捕水深，下段（c, f）：月別の再捕水深

図 4．噴火湾 0歳および 1歳放流群の渡島太平洋から道南日本海における再捕水深
　　   左列（a, b, c）：噴火湾 0歳放流群，右列（d, e, f）：噴火湾 1歳放流群
　　   上段（a, d）：年齢別の再捕水深，中段（b, e）：全長別の再捕水深，下段（c, f）：月別の再捕水深
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くなっており，再捕水深は9～12月にかけて拡大した（図
5 c,f）。10～ 1，3，5月には 100m以深でも再捕があった。
　両群が放流された日高海域より東側では，十勝と根室
海域において日高 0歳放流群が計 3尾再捕されたのみで，
再捕水深は 3.5～ 13mであった。年齢は 1～ 3歳，全長
は 242～ 350mm，再捕月は 8，10，11月であった。
　両群が放流された日高海域より西側の胆振太平洋か

ら道南日本海における再捕水深は，0歳（1尾）では
15m，1歳では 2～ 260m，2～ 3歳では 3～ 400mであり，
100m以深での再捕は胆振太平洋の 1～ 3歳でみられた
（図6 a,d）。全長 250mmを超えると再捕水深が 100m以
深まで拡がった（図6 b,e）。11～ 2月および 4月には再
捕水深が 100m以深まで拡がり，3～ 400mで再捕があっ
た（図6 c,f）。

図 5．日高 0歳および 1歳放流群の日高海域における再捕水深
　　   左列（a, b, c）：日高 0歳放流群，右列（d, e, f）：日高 1歳放流群
　　   上段（a, d）：年齢別の再捕水深，中段（b, e）：全長別の再捕水深，下段（c, f）：月別の再捕水深

図 6．日高 0歳および 1歳放流群の胆振太平洋から道南日本海における再捕水深
　　   左列（a, b, c）：日高 0歳放流群，右列（d, e, f）：日高 1歳放流群
　　   上段（a, d）：年齢別の再捕水深，中段（b, e）：全長別の再捕水深，下段（c, f）：月別の再捕水深

図 4．噴火湾 0歳および 1歳放流群の渡島太平洋から道南日本海における再捕水深
　　   左列（a, b, c）：噴火湾 0歳放流群，右列（d, e, f）：噴火湾 1歳放流群
　　   上段（a, d）：年齢別の再捕水深，中段（b, e）：全長別の再捕水深，下段（c, f）：月別の再捕水深

0 1 2 3 4 5 6 7
年齢

0

200

400

600

群流放歳１高日群流放歳０高日

0 1 2 3 4 5 6 7
年齢

0

200

400

600

0 100 200 300 400 500 600
全長(mm)

0

200

400

600

0 100 200 300 400 500 600
全長(mm)

0

200

400

600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

0

200

400

600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

0

200

400

600

日高0歳放流群の凡例(  =再捕尾数)

○：日高海域(  =470)

日高1歳放流群の凡例(  =再捕尾数)

○：日高海域(  =90)

a

b

c

d

e

f

n

n

n

n

0 1 2 3 4 5 6 7
年齢

0

200

400

600

群流放歳１高日群流放歳０高日

0 1 2 3 4 5 6 7
年齢

0

200

400

600

0 100 200 300 400 500 600
全長(mm)

0

200

400

600

0 100 200 300 400 500 600
全長(mm)

0

200

400

600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

0

200

400

600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

0

200

400

600

日高0歳放流群の凡例(  =再捕尾数)

○：胆振太平洋(  =133)，×：噴火湾(  =4)，△：渡島太

平洋(  =5)，＋：津軽海峡(  =3)，□：道南日本海(  =2)

日高1歳放流群の凡例(  =再捕尾数)

○：胆振太平洋(  =5)，×：噴火湾(  =1)

a

b

c

d

e

f

n

n

n

n

n

nn

n n



—  44  —

3. まとめ　噴火湾および日高海域から放流したマツカワ
は，0歳では放流海域内で再捕され，その水深は 1～
15mであった。1～ 6歳では道南日本海から根室海域ま
でで再捕され，水深は 1～ 630mに拡大した。ただし，
道南日本海から根室海域での再捕は，100m以浅が主で

図 7．噴火湾 0歳および 1歳放流群の青森県から茨城県までの本州沖における再捕水深
　　   左列（a, b, c）：噴火湾 0歳放流群，右列（d, e, f）：噴火湾 1歳放流群
　　   上段（a, d）：年齢別の再捕水深，中段（b, e）：全長別の再捕水深，下段（c, f）：月別の再捕水深

あり，100m以深での再捕は日高海域と胆振太平洋の 10
～ 5月にほぼ限られた。また，日高海域および胆振太平
洋では全長 250～ 300mmを超えると再捕水深が 100m
以深まで拡がった。噴火湾および日高海域での再捕水深
は，8月が水深 2～ 30mと年間を通して最も浅かった。

本州沖における再捕水深
1．噴火湾 0 歳放流群および噴火湾 1 歳放流群　青森
県から茨城県までの本州沖における再捕水深は，2歳で
は 190～ 320m，3歳では 10～ 200m，4歳では 120～
160mであった（図 7a,d）。全長 400mmを超えてから再
捕水深が 100m以深まで拡がった（図 7b,e）。12月から
6月にかけて再捕水深は浅くなり，12～ 2月には 100～
320m，4月には 45～ 120m，5～ 6月には 10～ 45mであっ
た（図 7c,f）。

2. 日高 0 歳放流群および日高 1歳放流群　青森県から
茨城県までの本州沖における再捕水深は，1歳（1尾）
では 30m，2歳では 15～ 525m，3歳では 30～ 300m，
4歳（1尾）では 110m，5歳では 50～ 300mであった（図
8 a,d）。全長 370mmを超えてから再捕水深が 100m以深

まで拡がった（図8 b,e）。12月から 5月にかけて再捕水
深は浅くなり，12～ 1月には 105～ 525m，4月には 15
～ 200m，5月には 50mであった（図8 c,f）。また，8月
には水深 30mで再捕があった。

3. まとめ　噴火湾および日高海域から放流したマツカ
ワは，青森県から茨城県にかけての本州沖では，1歳の
1尾を除くと 2歳以上で再捕され，全長 370～ 400mm
を超えると再捕水深が 100m以深まで拡がった。また，
再捕水深は，12～ 2月には 100～ 525m，4月には 15～
200m，5～ 6月には 10～ 50mであり，時期が遅くなる
ほど再捕水深が浅くなった。

考　　察

北海道沖における再捕水深と移動　噴火湾および日高海
域から放流したマツカワは，道南日本海から根室海域ま
での北海道沖では，主として 100m以浅で再捕されてい
た。このうち日高海域と胆振太平洋では，100m以深で
も再捕されており，期間は 10～ 5月に限られていた。
日高海域および胆振太平洋で再捕した主な漁業種類は，
水深 100m以浅では刺網，定置網，桁網および遊漁であっ
たが，水深 100～ 500mでは刺網，水深 500～ 700mで
は底曳網であった（表 3）。当該海域では 10～ 1月に水
深 120～ 400mでババガレイ刺網漁業が営まれている*

ことから，100m以深ではババガレイ刺網による再捕が

* マリンネット北海道，北海道の漁業図鑑，かれい刺し網漁業（ババガレイ）
：http://www.fi shexp.hro.or.jp/shidousyo/fi shery/gyogyou/babasasi/babasasi.htm
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図 8．日高 0歳および 1歳放流群の青森県から茨城県までの本州沖における再捕水深
　　   左列（a, b, c）：日高 0歳放流群，右列（d, e, f）：日高 1歳放流群
　　   上段（a, d）：年齢別の再捕水深，中段（b, e）：全長別の再捕水深，下段（c, f）：月別の再捕水深

表 3．噴火湾および日高海域から放流した 4群の日高海域から胆振太平洋における漁業種類・
水深別のマツカワ人工種苗の再捕尾数　    　　　　　　　　　　　　　　　　　 

反映されていると考えられる。その他の海域の 100m以
深では，渡島太平洋の 1尾を除くと再捕されていなかっ
た。この理由としては，噴火湾では最大水深 107mであ
ること，道北日本海，道南日本海，津軽海峡，十勝海
域，釧路海域および根室海域では再捕尾数が 0～ 9尾と
少なかった（表 2）ことに起因すると考えられる。1990～
1994年に行われた漁業実態調査によると，マツカワは釧
路海域では 11～ 12月にババガレイ刺網（水深 200m）で，
十勝海域では 10～ 12月に沖合底曳網（水深不明）で漁
獲されていた 19）。このことから，噴火湾および日高海域
から放流したマツカワも，この時期にはこれら海域の水
深 100m以深に分布していた可能性がある。
　次に，日高海域および胆振太平洋における再捕水深の
傾向を把握するため，噴火湾および日高海域から放流し
た 4群を併せると，1歳では 11月から 100m以深でも再
捕されて，2歳の 4月まで続き，5月には 100m以浅で

再捕があった（図9 a）。同様の傾向は，2歳の 11月から
3歳の 6月および 3歳の 10月から 4歳の 5月にも観察
された。ただし，1歳の 2月および 2歳の 1～ 3月での
再捕は，その前後の月と比較して少なく，3歳の 1月か
ら 4歳の 4月にかけては 4ヵ月間再捕されなかった（表
4）。また，これらの期間に再捕された個体の全長は，前
後の月に比べて小さかった（図9 b）。これらのことから，
1歳以上では冬季から春季にかけて大型個体が当該海域
から移動している可能性が高いことが示唆される。移動
したと考えられる個体の全長を前後の月の全長から推測
すると，1歳の 2月ではおよそ全長 300～ 400mm，2歳
の 1～ 3月では 300～ 500mm，3歳の 1月から 4歳の 4
月では 400～ 600mmが主体と考えられる。
　冬季から春季にかけての移動先として，これまでの情
報や知見から，千島海域と青森県から茨城県にかけての
本州沖が考えられる。千島海域では 12～ 5月に底曳網
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により本種は漁獲され 20），北海道東部の釧路および根
室海域から標識放流されたマツカワが，1月と 4月に千
島海域の色丹島沖の水深 400mと 190mで 1尾ずつ底曳
網により再捕された 21）。この 2尾は 2歳の雌で全長は
それぞれ 332mmと 380mmであり，雌の最小成熟年齢
は 3歳，最小成熟全長は 453mm22）であることから，未
成魚と判断される。また，日高 0歳放流群が千島海域に
隣接する根室海域で再捕されていることから，噴火湾お
よび日高海域から放流したマツカワが，未成魚で千島海
域へ移動している可能性が考えられる。本州沖への移動
については次に述べる。

本州沖における再捕水深と移動　前節では，日高海域お
よび胆振太平洋からの移動先として本州沖をあげた。噴
火湾および日高海域から放流した 4群を併せると，日高
海域および胆振太平洋で再捕が少ないあるいはなかった

図 9．噴火湾および日高海域から放流した 4群の日高海域から胆振太平洋における年齢・月別の再捕水深と再捕全長
　　   a：年齢・月別の再捕水深，b：年齢・月別の再捕全長

表 4．噴火湾および日高海域から放流した 4群の日高海域から胆振太平洋における
年齢・月別の再捕尾数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1歳の 2月，2歳の 1～ 3月および 3歳の 1月から 4歳
の 4月のうち，本州沖では 2歳の 1～ 2月に水深 105～
525mで，3歳の 1月から 4歳の 4月に水深 100～ 300m
で再捕があった（図10 a）。また，それらの全長は 380
～ 450mmと 430～ 500mmであり（図10 b），日高海域
および胆振太平洋から移動したと考えられる推定全長（2
歳：300～ 500mm，3歳：400～ 600mm）の範囲内であった。
これらのことから，日高海域および胆振太平洋に分布し
ていたマツカワは，本州沖に移動していると推察される。
前報 12）で報告したように，本州沖への移動は，本州沖
で再捕されたマツカワの年齢，全長，時期から，産卵回
遊の可能性がある。
　本州沖における再捕水深は，12～ 2月には 100～
525m，4月には 15～ 200m，5～ 6月には 10～ 50mで
あり，時期が遅くなるほど再捕水深は浅くなっていた。
再捕した漁業種類は不明であったものを除くと，12～ 2
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図 10．噴火湾および日高海域から放流した 4群の青森県から茨城県までの本州沖における年齢・月別の
　　　再捕水深と再捕全長
　　      a：年齢・月別の再捕水深，b：年齢・月別の再捕全長

表 5．噴火湾および日高海域から放流した 4群の青森県から茨城県までの本州沖における
時期・漁業種類・水深別のマツカワ人工種苗の再捕尾数 　　　　　　　　　 

月では底曳網，4月では底曳網，定置網，遊漁，5～ 6月
では底曳網，定置網，刺網であった（表 5）。常磐海域
で 7，8月の禁漁期を除き周年操業している沖合底曳網
漁船 1隻の 1986～ 1991年の操業日誌データを分析した
結果によると，曳網水深 43～ 335m（分析に供したのは
50m以深）の範囲では，マツカワは 1～ 4月に水深 204
～ 315mで漁獲されていた 23）。本研究では底曳網による
再捕は，12～ 2月および 4月には水深 200～ 300mで
最も多かった（表 5）。これらのことから，本種は 12～
4月には本州沖の水深 200～ 300mを中心に分布してい
ると推察される。また，前報 12）ではマツカワは 12～ 2
月にかけて青森県から茨城県沖まで南下することを示し
た。本研究では 12～ 2月には水深 100～ 525mで再捕
されていたことから，本種は本州沖の 100m以深を南下
していると考えられる。
　本州沖における本種の産卵期や産卵場は明らかになっ

ていないが，東北沖では排卵した卵を有する，北海道か
ら放流された雌が 2月に漁獲され 11），静岡県沖では 5月
に全長 72cmの十分発達した卵巣を有する雌が水深 10m
で漁獲されている 15）。また，三陸沖では 5月に仔魚が
採集されている 24）ことから，本州における産卵期は 2
～ 5月頃と推察される。噴火湾および日高海域から放流
したマツカワは，2～ 5月には本州沖の水深 10～ 320m
で再捕されており（図 10），産卵場はこの水深帯付近に
あると推察される。多回産卵を行うアカガレイでは，雌
雄により産卵期の分布様式は異なり，雄は生殖活動後も
産卵場に留まるのに対して，雌は深い水深帯から産卵場
に加入し，産卵後再び深い水深帯へ移動すると考えられ
ている 25）。多回産卵するマツカワも，雌雄により産卵
期の分布様式は異なる可能性があるため，産卵する水深
（産卵場）を特定するには，雌雄ごとに分布する水深と
成熟度を把握する必要がある。
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マツカワの分布・移動様式　噴火湾および日高海域から
放流したマツカワの分布・移動様式を既報と本研究の再
捕水深の結果から想定すると以下のようになる。噴火湾
および日高海域に放流したマツカワは，0歳では放流海
域に分布し 6,7），その水深は 1～ 15mである。1歳にな
ると北海道沖の渡島太平洋から道東海域（十勝，釧路，
根室海域）まで分布域を拡大し 6,7），4～ 10月には 100m
以浅に分布していたものが，11月以降には 100m以深
にも分布域を拡大する。2歳では北海道沖の日本海（道
北日本海，道南日本海）から道東海域まで分布し 6,7），4
月に 100m以深にも分布していたものが，5月には 100m以
浅に分布域を縮小する。8月には年間を通して最も浅い
30m以浅に分布し，11月には再び 100m以深に分布域を
拡大する。3～ 4歳の北海道沖での分布は，2歳とほぼ
同様と考えられるが 6-8），5歳以上についてはよくわかっ
ていない。また，噴火湾および日高海域から放流したマ
ツカワでは確認されていないが，釧路および根室海域か
ら放流したマツカワと同様に，冬季から春季にかけて未
成魚が千島海域の 100m以深に移動している可能性があ
る。
　一方，本州沖では，マツカワは 2歳の 12～ 2月にかけて
青森県から茨城県沖までの 100m以深を南下し，3歳の
4月には水深 15～ 200m，5～ 6月には水深 10～ 50m
に分布する。7月までは本州沖に分布し，8月には漁獲
されなくなるが 12），12月以降に再び 100m以深に分布
する。産卵期と推察される 2～ 5月に，マツカワが浅所
に移動することと産卵とは関連すると考えられるが，詳
細は不明である。4歳の本州沖での分布は，3歳とほぼ
同様と考えられるが 8），5歳以上についてはよくわかっ
ていない。なお，8～ 11月にマツカワがどこへ移動して
いるのかは明らかではない。

問題点と今後の課題　本研究では，漁業や遊漁で得られ
た 0～ 6歳，全長 70～ 580mmの 2,018尾の再捕データ
を用いて，本種の分布水深の一端を示した。しかし，標
識魚が再捕されるか否かは，漁業および遊漁の実施状況
と密接に関係しており，漁業や遊漁の努力量の分布は
水平的に，また鉛直的に必ずしも均一ではない。従って，
標識魚の再捕には偏りが生じている可能性がある点に注
意を要する。また，本研究では，4歳以上の個体は 13尾，
全長 500mm以上の個体は 9尾と少なかったため，高齢
および大型個体の分布水深を引き続き調査して明らかに
する必要がある。
　本種の性を外見から判別する方法として，無眼側の体
色によって高い確率で推定可能であるという報告 26）が
ある。一方，全長 350～ 399mmの個体では推定は難し
いという報告 27）もあり，それらが海域による違いなのか，
体の大きさや時期の違いによるものなのかは明確にされ
ていない。このため，現状では無眼側の体色から性を推
定することは困難と考えられる。また，外見から未成魚

と成魚を判別することについては，産卵期の雌以外は難
しいと考えられる。従って，これらは漁業者や遊漁者か
らの再捕報告では得られず，本研究では雌雄および未成
魚と成魚を込みにして扱った。
　2010～ 2013年度には，農林水産省農林水産技術会議
「新たな農林水産施策を推進する実用技術開発事業」に
おける課題「放流マツカワの産卵生態解明と産ませて獲
るを実践する栽培漁業体系の確立」の一環として，非破
壊的性判別および成熟度判定技術開発について（独）水
産総合研究センター北海道区水産研究所を中心に，水深
および水温を経時記録できるアーカイバルタグを用いた
放流追跡調査が長崎大学を中心に，（地独）北海道立総合
研究機構釧路水産試験場・栽培水産試験場・函館水産試
験場，福島県水産試験場および（社）全国豊かな海づく
り推進協会による共同研究で実施されている。性および
成熟度が判定された個体に，アーカイバルタグを装着し
て放流し，それらが再捕されることにより，雌雄別の未
成魚および成魚の移動や分布水深が明らかにされるとと
もに，これによって産卵生態がよりいっそう解明され，
資源管理方策の立案と実践に役立つことが期待される。
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